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特集

現代 日本 文 学 にお け る
チ ンギス ・ハ ー ンの利用
研究翻訳が文学作品へ転換されるとき一

小長谷有紀
国立民族学博物館

1.は じめ に

民 主化 お よび市 場経 済へ の移行 を果 た したモ ンゴ

ル国 で は、 チ ンギス ・ハ ー ンの名 前 や 肖像 が多 くの

商品 に使 われ る ように な り、そ うした利 用 の 自由 を

制限 す る法律 が必 要 では ないか と国会 で議論 された

こ とが あ った1。 また 中 国 内モ ン ゴル 自治 区 で は、

チ ンギ ス ・ハ ー ンの祭祀空 間が 観光化 され るこ とに

よって伝統 的 な文化 が失 われ、従 来 の生活 も脅 か さ

れ る とい う反対 が見 受 け られ た2。 この よ うに、 チ

ンギス ・ハ ー ンは、そ の末喬 を自称 す る人 び とに とっ

て は正 統 性(orthodoxy)や 真 正 性(authenticity)が

問 われ る問題 であ り、文化 資源 と,して必ず し も自由

にア クセス で きる もの では ない と知 れ る。

一方、 日本 で は、 歴 史的 にチ ンギス ・ハー ンとの

直接 的 な関係 が ほ とん どな く、そ れゆ えにチ ンギス ・

ハ ー ンはほ ぼ 自由 に アクセスす るこ との で きる文化

資源 で ある。 た とえば、 ジンギス カ ン鍋 とい う焼 き

肉用 の料 理器 具が あ り、 誰 で もど こで もチ ンギス や

チ ンギ ス ・ハ ー ンとい う焼 肉料理 の店 を開 くことが

で きる。

本稿 で は、 そ う した 日本人 の一般 的 な利用 の基礎

とな るイ メージ を与 えてい る と考 え られ る、文 学 的

な利 用 につ いて考察 す る。具体 的 には、『元朝秘 史』

あるい は 『蒙 古秘 史』 とい う名 で知 られて い る、13

世 紀 ので きご とを描 いた と され る書が、 研 究者 に よ

る翻訳 を通 じて一 般 に知 られる よ うにな り、 そ れ ら

が さらに作家 に利用 され て小 説 とな り、 また さ らに

12006年10月 の国会で、チンギス ・ハー ンの名称お よ

び図像 を商標 と して利用す るための法律が議論 され

たが、承認 されなかったようである。

2中 国では、チンギス・ハー ンをモ ンゴル族出身の｢中

国的英雄｣と みなすのが公式見解であ り、近年では

内蒙古 自治区オル ドスにあるチ ンギス ・ハー ン廟 を

テーマパー ク化す るにあたって、モ ンゴル族に とっ

ての聖域が結果的 に漢化す るという反対運動が生 じ

た(Bulagunpublished)。 一方、 こう したチ ンギス
・ハー ンの申国化に対 して、モ ンゴル国では、 より

強大な銅像や施設で圧倒 しようとす る傾向があ るよ

うに思われる。

演劇 や映画 に利 用 されて い るこ とに注 目 して、 そ う

した文芸界 におけ るチ ンギス ・ハ ー ンの 日本 的受容

について 明 らかにす る。

そ もそ も、 日本人 はチ ンギ ス ・ハ ー ンが大好 きで

あ る と言 って も過言 では ない。 た とえ ば、 明 らか に

史 実で はな いに もかか わ らず、 源義 経 を成吉 思汗 と

同一視す る とい う歴 史的 ミス テ リーが今 日なお新 し

く生産 され続 け てい る3。 なぜ 日本 人 は これ ほ どチ

ンギス ・ハ ー ン好 きなの で あろ うか。

源義経 が成吉 思汗 になっ た とい う説 の起源 と展 開

お よび論 争 につい て は、 すで にい くつか の研 究が あ

る。森村宗 冬 の整理 に よれば、江 戸時 代 におい て、『本

朝 通鑑』 に義 経が 生存 して い るとい う噂が記 録 され

てお り、 さ らには、 『金史 』 別本 に大陸 へ 渡 っ た と

記 録 され て い る、 とい う話 そ の ものが 捏 造 され た

(森村2005)。 また宮 脇淳 子 の解 説 に よれ ば、 明治 時

代 に なる と、 世界 を制覇 したチ ンギス ・ハ ー ンは 日

本 入 であ る と主張 す る ことに よって西 欧 に対 して抱

い てい た劣 等 感 が克 服 され よ う と した(宮 脇2002:

217-219、Miyawaki2006)。 こう した虚構 の展 開は、

日本 が国家 的 に大 陸進 出 を果 たそ う とした時代背 景

と無縁 で はなか った であろ う。

3 ｢義経=チ ンギス ・ハー ン説｣を 日本に広 めたのは、

小谷部全 一郎著 『成吉思汗ハ 源義経也』(1924)で

あ り、この著者 については土井全二郎著 『義経伝説

をつ くった男一義経 ジンギスカ ン説 を唱えた気骨の

人 ・小谷部全一郎伝』(2006)という評伝がある。また、

この著作 の内容を利用 して、高木彬光 は 『成吉思汗

の秘密』(1958)と い う推 理小説 に加工 した。 これ

以降 も多数の｢義 経=チ ンギス ・ハーン説｣が 今 日

も再生産 され続けてお り、現時点では丘英夫著 『義

経 はジ ンギス カ ンにな った1そ の6つ の根拠』

(2005)が 最新 である。 そ もそ も、社会 が難局 を迎

えた時に人び とは積極的に過去の英雄 を呼び戻 して

対処 した り、国家 が世界へ進 出しようとい う時に人

びとを鼓舞するために偉 大な人物が利用 される、と

いった空想力の問題が潜んでいるとも考 えられるが、

それについては今後の大 きな課題 として残 してお き

たい。
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本 稿 では もっ ぱ ら、そ れ以後 の現 象 を と りあげ る。

す な わち、 第二 次世 界 大戦 後 の 日本文 学(本 稿 で は

これ を現 代 日本文 学 と称 す る こと とす る)に おい て、

チ ンギス ・ハ ー ンを素材 と して利用 した小 説 を取 り

上 げ、 その文 学的 主題 の起 源 と展 開 な らび に多 様性

を明 らか にす る もの であ る。日本人 が なぜ チ ンギ ス ・

ハ ー ンを これほ ど大好 きにな ったか とい う理 由 の一

端 が了解 され るに違 いない。

2.日 本 に お け る 『元 朝 秘 史 』の翻 訳 と文 学利 用

13世 紀 の モ ンゴル の歴 史 につ いて 自 らの言 葉 で記

した書物 で あ る 『元朝秘 史』 は、 歴史 的事実 を反 映

した もの では な く、 あ くまで も物 語 と して 編集 され

てい る。 したが って 、当時 の歴史 とい うよ りも もっ

ぱ ら生 活習慣 や 言語 を分析 す る うえでの貴 重 な資料

であ る とみな され、 中国や 欧米 では19世 紀 末か ら研

究 されて いた。そ う した研 究成果 を取 り込 み なが ら、

日本 では現 在 まで に4人 の研究者 に よって全 文 の邦

訳が試 み られ てい る。

最初 の邦 訳 は歴 史 学者 の那珂 通世 の手 にな る。早

くも1907年 に原 文 に忠実 な邦訳 と訳 注の ほ どこ され

た専 門書 として 『成 吉思汗 實録』 が刊 行 され た。本

書 は本邦 のみ な らず 、世界 で最 初の全 訳書 となっ た。

さ らに1940年 にな る と、言 語学者 の小 林高 四郎 が 『蒙

古 の秘 史』 とい う題 名 で新 たに訳書 を刊行 した。 こ

ち ら も専 門的 な研 究成 果 を反映 した もので はあ るが、

む しろ一 般 向けの読 み物 と して提供 されて いる。 な

お、小 林 高四 郎 は同 じ頃、1936年 、 世界 的 なモ ンゴ

ル学 者 であ る ウラヂ ミル ツ ォフの著 作 も『チ ンギ ス ・

ハ ン傳』 と して邦訳 してお り、研究 者 や一般利 用者

の便 を大 い に図 って いた。

那珂通 世 の専 門書 『成吉思 汗實録 』 と小 林 高四郎

の一 般 書 『蒙 古 の 秘 史』 の違 い は、｢序｣の あ と、

本 文 に先 立 って記 された｢序 論｣な い し｢解 題｣に

お い て鮮 明 に示 され てい る と言 え よう。前者 の｢序

論｣に は、 もっぱ ら研 究史 が述べ られ てい るの に対

して、後 者 の｢解 題｣に は、研究 史 を踏 まえつつ も、

そ もそ も｢如 何 なる秘 事が 記 してあ るのか｣に つ い

て解説 され て いる。 そ して、 この後者 の｢解 説｣に

提 示 され た｢秘 密｣の 理解 こそは、 やが て 日本文 学

にお い て独 自の解釈 が発生 す る根 源 とな るのだ が、

これ につ いて は後述 しよ う。

そ の後、 戦後 に なっ てか ら、 平凡社 の東 洋文庫 シ

リー ズ と して 『モ ン ゴル秘 史』 巻1が1970年 、 巻2
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が1972年 、 巻3が1976年 に刊 行 されて い く。 歴史 学

者の村 上正 二が、 那珂 通世 以後 の斯学 の成果 を反 映

させ て、詳細 な訳注 を施 した もので ある。

また、 言語 学 者 の小 澤重 男 は ライ フワ ー ク と し

て 『元朝 秘 史全 釈(上)』 を1984年 、 『元朝 秘 史全 釈

続攷(中)』 を1988年 、 『元朝 秘 史全釈 続 孜(下)』 を

1989年 に完 成 させ たの ち、1997年 に一般 向け に岩波

文庫 として 『元 朝秘 史』(上)(下)を 上梓 した。

一 方、 こ う した研 究 者 の成 果 を利 用 す る こ と に

よって、 日本 では これ までチ ンギス ・ハ ー ンを主 人

公 とす る小 説 が幾多 も創作 されて きた。 第二次世 界

大戦 後 に限定 し、研 究 者 に よる解 説書 の類 を除 くと、

小説 家 に よる作 品 としては以下 の5つ が代 表的 であ

る。

まず、楳 本捨 三 の 『成 吉思汗 』 が1955年 に刊 行 さ

れ、 本書 は1972年 に 『ジ ンギ ス汗』 と して再刊 され

た。た だ し、 両者 は まった く同 じでは な く、微 妙 に

章 の タイ トルや字句 が修 正 されて はい る。そ の再刊

に先 立 って、 井上靖 の 『蒼 き狼 』 が1958年 か ら 『文

藝春 秋』 に連 載 され、1959年 に書籍 と して刊行 され

た4。 楳 本 の再 刊本 以後 の作 品 を年 代順 に並べ る と、

陳舜 臣の 『チ ンギス ・ハ ー ンの一 族』 が 朝 日新 聞 に

1995年4月 か ら2年 に わた って連載 され て1997年 に書

籍 とな り、 その後 、森村 誠 一の 『地果 て海尽 きる ま

で一 小 説チ ンギ ス汗』 が2000年 に刊 行 され、堺 屋 太

一の｢世 界 を創 った男一 チ ンギ ス ・ハ ン｣が 日本経

済新 聞の連 載 と して2006年 か ら始 ま り、2007年 に書

籍 と して刊行 された。

チ ンギ ス ・ハ ー ンを素材 とした 日本 の代 表的 な上

4 井上靖は本小説の発表直後に『別冊文藝春秋』72号で、

創作に参照 した著作群を列挙 してお り、その文章 は

新潮社文庫本 『蒼 き狼｣の あ とが きにも転載 されて

いる。そこには、研究書のほかに、幸田露伴の戯曲

や尾崎士郎の 『成吉思汗』、柳 田泉 『壮年 のテムジン』

など日本人の文芸作品 も含 まれている。それらの文

芸作品が担 った影響力 について分析 することは、近

代 日本文学の研 究領域 に属 してお り、今後の課題 と

して残す。 また、それ と同時 に、欧米で刊行された

チンギス ・ハー ン関係の書籍 の邦訳や、 まれにモン

ゴル人による著作 の邦訳 な ど1930～40年 代の資料

に関 して も言及する必要があるだろう。それ らの課

題 をひとたび置いて、本稿では、国民的ベス トセラー

となった井上靖の 『蒼 き狼』 の前後か らの跡づけと

なることを断 ってお く。



記5作 品 は5、 内 容上 、 明 らか に2つ に分 ける こ と

がで きよ う。1つ は 陳舜 臣 と堺屋 太一 の作 品で あ り、

もう1つ は井上靖 、楳 本捨 三、 森村 誠一 の作 品で あ

る。

前者2点 は ともに新 聞連 載 であ る とい う共通 点 を

もつ と同時 に、 内容 と してチ ンギ ス ・ハ ー ン個 人 を

超 えて13～14世 紀 当時 の社 会 現 象全 般 を扱 っ てお

り、歴 史 を理解 す るこ とに主眼 を置 いた作 品で あ る

と言 え よ う。

一 方、後 者3点 は、 もち ろんチ ンギス ・ハ ー ン1

人 だけ を扱 ってい るわ けで はないが 、そ の扱 いの比

重 は大 き く、前 者 に比べ て歴 史的解 説 は少 ない。歴

史 的解 説 の代 わ りに 文学 的主 題 が設 定 され て いる。

そ の内容 は作者 によっ てやや異 なるが、後 述す る よ

うに く出生の秘 密〉 な い しは く出生 の疑 惑〉 は中核

を成 してい る。

こ こでは、 井上靖 の 『蒼 き狼 』 が発 表 当時、 歴史

小説 で はない と厳 し く批判 されて いた こ とにつ い て

のみ言及 してお こ う。作 家 の大岡昇 平 は、文芸 雑誌

『群像 』 に｢『 蒼 き狼 』 は歴 史小 説 か一 常 識的文 学論

(1ト｣と い う挑戦 的 な タ イ トル の評 論 を寄稿 した。

｢歴 史 小説 は近代 の 産物 で、 歴 史的 人物 を人 間的 に

書 くの を原則 とす る。 人間 とは無 論現代 人 であ るほ

か は ない が、 現 代 的動 機 の ため に、 歴 史 を勝 手 に

改 変 してい いか とい う と、 そ うは行 か ない｣(大 岡

1961:221)と い う箇 所 に端 的に表 され てい る ように、

作者 す なわ ち井上靖 が 、史料 を曲解 して心理 ドラマ

に して しまった こ とを痛 烈 に批判 してい る。

これ に対 して井 上靖 は 同 じ く 『群像』で｢自 作 『蒼

き狼 』 につ い て｣と 題 して 直 ち に応 酬 し、｢『蒼 き

狼』 に於い て私が 書 きたか った のは、歴 史 では な く

小 説 で あ る。 … …(中 略)… …小 説 家 の歴 史 に対 す

る対 し方 は、 歴史 学者 の解釈 だ けで は説明 で きない

ところへ はい って行 き、表面 に見 え ない歴 史の一番

奥 底 の流 れ の よ うな もの に触 れ る こ とで は ない か。

5こ れ ら5作 品のうち4作 品(そ の後続再刊 も含めれ

ば5作 品)は 、チ ンギス ・ハー ンの名 をタイ トルに

付 してお り、その 日本語表記がすべて異なっている

点は興 味深い。歴史学者のあいだではチ ンギス ・カ

ンとするのが常套であるが、現代における利用 を扱

う本稿 では、現代 的呼称 としてチ ンギス ・ハ ーンを
一貫 して用い る。ただし、書名な どの引用は原著の

とお りとす る。
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・… ・(後略)… …｣と 控 えめ なが ら
、しか し確信 的 に、

解釈 を織 り込 む 自由が作 者 には あ ると主張 して い る

く井上1961:176)。 こ う した 論争 は さ らに、歴 史 小

説 とは何 か とい う議論 に発展 す る(宮 脇2006)。

この ように、井上 靖 の名作 とされる 『蒼 き狼 』 は、

発 表 当時 におい てす でに歴 史小説 の定 義 にかか わ る

議 論 を呼ぶ ほ どであ った。言 いi換えれ ば、 そ もそ も

歴 史的文 脈が あ ま り考慮 されて いない だ ろ うこ とが

指摘 されて いた ので ある。 したが って、 実 際に歴 史

的 文脈 か ら逸 脱 して いる可 能性 は高 く、 そ の意 味で

まさし く文学 的で あ る、と評価 す る こと もで きよ う。

それ は同時 に、 モ ンゴル文化 とい う文脈 か ら脱文 脈

化 されてい る可能性 も きわ めて高 い こ とを容 易 に推

測 せ しめ る。

創 作活 動 のた めの資料 と して、 大岡昇 平 は ドー ソ

ンの 『モ ンゴル 史』 の ほか に、 『元 朝秘 史』 の那珂

通 世 訳 『成吉 思 汗 實 録 』 を挙 げ(大 岡1961:219)、

原作 者 で あ る井 上靖 は 『元 朝 秘 史』 の ほか にた く

さんの 資料 を挙 げて い るが(井 上1960:167-168)、

に もかか わ らず、 主 た る史料 で あ る とす る 『元朝 秘

史』 につい て は｢那 珂 通世博 士 の名著｣に つい て の

み明記 してお り(井 上1960:166)、 小林 高 四郎 の 『蒙

古 の秘 史』 に は言及 して いな い。 しか し、1959年 に

先 行 す る訳 書 はす で に2種 類 存在 して お り、 『成 吉

思汗 實録』 や 『蒙古 の秘史 』 が参照 され なか った は

ず はあ る まい6。

以上 の ように、日本 で は、1907年 に刊 行 され た 『成

吉思 汗實録 』 と1940年 に刊 行 され た 『蒙古 の秘 史』

とい う研 究翻訳 を情 報源 と しなが ら、歴 史や文 化 の

文脈 を逸脱 す る傾向 を もつ とい う意味で きわめて創

作 的 に、1958年 に井 上作 品が創 出 され たの であ る。

2007年 、 角川春 樹事 務所 によって 映画｢蒼 き狼 一 地

果 て海尽 きる まで｣が 製作 、 上映 され た。 この映 画

の原作 は森 村作 品 とされてお り、 映画 のサ ブ タイ ト

ルは た しか に森村 作 品 の メイ ンタイ トル で はあ る。

しか し、 映画 の メイ ンタイ トル はむ しろ井 上作 品の

タイ トルそ の ままで ある。 この タイ トルの借 用 関係

6 2人 の論争を通 じて、結果的に小林訳 『蒙古 の秘史』

だけが言及されずに終 わった。単 なる偶然か もしれ

ないが、 『蒙古 の秘史』 の｢解 説｣に こそ本稿で論

じる問題の鍵があるだけに、 この文献に対 して原作

者がたまさか言及 していない とい う事実は、結果的

に｢秘 匿｣が 生 じている、 と見 ることがで きよう。

人問文化●89



現代日本文学におけるチンギス ・ハーンの利用

に明示 されて いる よ うに、 日本 で は井上作 品 の イ ン

パ ク トが きわめて大 き く、 当該映 画に描 か れた物語

の主 題や構 成 もむ しろ井 上作 品 を踏襲 して いる と思

われ る。

この角 川映画｢蒼 き狼｣は 日本 とモ ン ゴルで 同時

に上 映 され、 モ ンゴ ルでは 内容 に対す る批 判 が相 次

い で い た(小 長谷2007)。 モ ン ゴル 人 に よ る諸批 判

の根 本的 な原 因 は、 彼 らが理解 す る 自 らの歴 史 と文

化 に対す る文 脈か ら、 当該 映画 が逸脱 して いた こ と

にあ った(フ ムー ス紙2007年3月 号 ・ゾーニ ーメ デー

紙2007年3月16日)。 当該 映 画 につ い て指摘 され て

いる脱文 脈化 は、 そ もそ もその原作 、 さらには遡 っ

て映画 タイ トル に小説 の タイ トルが借用 されて いる、

井 上作 品 にこそ起 を発 す るに違 い ない。

以下 で は、 日本 人研 究者 に よる4点 の邦訳 の うち

戦 前 の2点 が、戦 後 に文学作 品 の創作へ と応 用 され

た時点 、す な わち楳 本作 品 や井上作 品 が生 まれ る と

き、どの よう に脱 文脈化 が生 じて い ったか につい て、

具 体 的な状 況 を跡 付 けてい く。

3.｢モ ン ゴ ル の 秘 密 の 歴 史｣の｢秘 密｣と は

何 か?

『元朝秘 史』 の研 究 史にお いて、 そ もそ も本 書 の タ

イ トルその ものが研 究課 題 の1つ で あった。 本書 の

モ ンゴル語 タイ トル は直訳 す る と｢モ ンゴルの秘 密

の歴史｣で あ る とされて いる。小 林高 四郎 は 『蒙 古

の秘史』 の｢解 説｣に おい て｢秘 史｣に つ いて以 下

の ように記 して い る(小 林1940:13)

｢宮廷 の秘録 た る本書 は｢外 人 に伝 え しむるべ きも

のに あ らず｣と て史 臣にす ら修史 の参考 とす る を許

され な か っ た程 で あ った(元 史巻181、 虞 集伝)が 、

然 か らば如何 なる秘 事 が記 して あ るの か｣と 。

こ の質 問 に対 す る 回答 も用 意 され て い た(小 林

1940:14)。

｢例之遠祖 に関す る狼鹿 交 配開 国伝 説 は しば ら くお

い て、チ ンギスの母 ウゲル ンは父 の イェス ゲイが メ

ル キ ッ ト部 の チ レ ドか ら略奪 した もの で あ るこ と、

イェス ゲイが 敵人 タタル部 に毒殺 され た こ と、チ ン

ギ ス が弟 のハ サ ル と共 に異 母弟(原 文 マ マ)ベ クテ

ル を狩 猟 の獲物 分 配の こ とか ら射殺 した こと、 チ ン

ギ ス 自 らが 宿 讐 タイチ グ ッ ト部 に と りこ にせ られ、

そ の妻 ブ ゥルテが メル キ ッ ト部 に とらえ られ た、(長

子 のヂ ュチ は敵人 の子 であ ろ うと伝 え られて い る)、

十三 翼の 戦で ヂ ャム ガに敗れ た こ とな ど、 なおそ の
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他秘 すべ き事柄 を忌諱 す る ところな く録 してい るの

で ある。｣

『元 朝秘 史』 は続 を含 め る と全部 で12巻 か ら成 って

い る。そ の うち、 チ ンギス ・ハ ー ンの母が 略奪 され

た経 緯 と父が毒殺 される シー ンは巻1に あ り、異 母

兄 を殺 した り、 自ら宿 敵 に捕 らえ られた り、妻 を奪

わ れた り、 といっ たエ ピソー ドはいず れ も巻2に あ

り、 十三翼 の戦 い は巻4に あ る。 したが って、 この

小林 高 四郎の解 説 は総 じて、本書 の前 半部 に注 目 し

て、 チ ンギス ・ハー ンの もっ ぱ ら幼少 期 の苦労話 を

と りあ げ、そ れ らが秘 密 であ る と説 明 してい る こと

にな る。極 端 に言 えば、幼 い 頃の苦労 話を他 人 に隠

すべ き｢恥｣と して理 解 して いた こ とになる。 ち な

み に、 これ らの小 林 に よって抽 出 された｢秘 密｣群

の うち、後 年 の作家 たち が と りわけ こ だわ るの は、

()の 中 に書 き足 され た こ と、す な わち長 子 ジュ

チ がチ ンギス ・ハ ー ンの実 子 では ない とい う噂 であ

る ことを ここで喚起 して お こ う。

一般 に、 さ まざまな技術 伝承 にか か わって｢秘 伝

の書｣が あ る ことを想起 すれ ば、『元 朝秘 史』の｢秘｣

とは何 らかの重 要 な｢秘 訣｣が 記 されて いるか ら隠

さな ければ な らな いのだ、 と解釈 す る こ ともで きよ

う。言 い換 えれば、 必ず しも｢恥｣を 想定 す る必 要

が ない であ ろ う。

本書 にお いてそ う した｢秘 訣｣が 書 か れてい るか

ど うか を敢 えて探 してみ る と、 本書 が全般 的 に繰 り

返 し述べ てい るの は、 チ ンギス ・ハ ー ンに対 す る忠

誠 心の あ り方 であ る。

た とえば、 巻5の149節 で はニ チ ュ グ ト ・バ ー リ

ン氏 の ナヤ アが投 降 す る場 面が あ る。投 降す るにあ

た って、 主君 を殺 す に しのびず 、逃 が してか ら投 降

してい る ことに対 して、 チ ンギス ・ハー ンは、 旧来

の 主君へ の忠誠 心 を賞 賛す る のであ る。同様 に、 巻

6の185節 では主 君 を見 捨 て る こ とが で きず に主 君

を逃 し、 自ら防戦 して戦 った カ ダクバ ー トル を大 い

に誉 めて い る。 さ らに、巻7の188節 で は王汗 の 子

セ ング ンの僚友 コ コチュが 主君 を裏切 る と き、 これ

を諌 め た妻 を対 で登場 させ た うえで、 主君へ の 裏切

りをな じった女 を誉 めた たえ、主 君 を裏 切 った男(コ

コチ ュ)を 斬 り捨 て させ て い る。 さ らに巻8の200

節 で も、 ジ ャムカ を捕 らえて きた彼 の僚友 た ちを裏

切 り者 と して斬 り捨 て させ てい る。

この よ うに、主 君へ の忠誠 心 を もつ者 に対 して優

遇す る一方 、逆 に、主君 を裏切 った人 間 に対 しては



信 頼 で きない と して直 ち に斬 り捨 て させ て いる。 こ

の よう に対 となる処遇 と処分 とが繰 り返 して表 出 さ

れて いるの であ る。

印象 的 に反復表 現 されて い る忠 誠心 の具現 は、 同

時 に、 チ ンギス ・ハ ー ンの人 心掌握 術 であ る と言 っ

て もよいで あ ろ う。 岡田英弘 の言 うとこ ろの｢将 に

将 た る の戦 略｣(岡 田1986:80)に 相 当す る。 い わ

ゆ る リー ダー シ ップ論 が表 現 され て いる の であ り、

これ を仮 に｢秘 訣｣と 読み解 くな らば、幼少 の 頃に

異母兄 を射殺 した とい う挿話 も、 新 たな読 み解 きが

可能 となるだ ろ う。す なわ ち、チ ンギス ・ハ ー ンの

意思 に従 わな い者 は父 系 の血がつ なが って い よ うと

も容 赦 は しな い とい う意味 を示 すエ ピ ソー ドと化 す

だ ろ う。

以 上 の よ うに、 本書 の前 半 部分 に偏 る こ とな く、

全体 に 目配 りして メ ッセー ジを抽 出 しよう と試 み る

と、本 書 の｢秘 密｣の 解釈 と して｢人 身掌握 の秘訣｣

で ある とい う理解 も可能 とな るので あ る。

一 方、本 書 の前半 部分 では な く、 よ り狭 く、 冒頭

部分 に のみ注 目す る と、以 下 の ように、 さ らに別 の

｢秘密｣の 解 釈 も可能 となる。

祖 先 祭 祀 に お い て は 自 らの メ ンバ ー シ ップ を主

張 す る た め に、 そ の系 譜 を口上 す る こ とが 義 務 付

け ら れ て き た(Horchabaatar1987:12)。 そ も そ

も、 族 外 婚 を維 持 す る には系 譜 の 理解 が必 定 で あ

る。 た と えば、 ブ リヤ ー ト族 の あい だ で は7～9

代 を隔 て て い れ ば 結 婚 して も よ い と され て い た

(Badamkhatan1996:43)。 言 い 換 えれ ば、 そ れ だ

け隔 た ってい なけれ ば、婚姻 対象 外 とされてい た わ

け であ る。こ う した婚 姻制 度 を有 す る社 会 にお いて、

祖 先 祭祀 に参加 す るメ ンバ ー に長大 な系譜 の暗 記が

求 め られてい た と して も不 思議 で はあ るまい。祖 先

祭祀 を実行 す る集団 以外 の者 に とって、祭祀 はそ も

そ も参加 しえない秘儀 で あ り、 その メ ンバ ー シ ップ

を問 うための系 譜 も秘密 であ って よいだ ろ う。

す なわ ち、 『元朝秘 史 』 の 冒頭 部分 に注 目す る な

らば、この冒頭部 分 に書か れて い る｢系 譜｣こ そが、

そ の記述 内容 の如何 に関 わ らず 、テ ンギ ス ・ハ ー ン

を祖先 と して祭 る集 団 に とっ て まさ しく｢秘 密｣で

あ った のだ、 と了解 す るこ ともで き よう7。

この よ うな幾 つか の解釈 が｢秘 密｣に つ い て可能

な なかで、 小林 高四郎 は もっ ぱ ら幼少 期 の苦労 話 を

恥ず か しい｢秘 密｣と して、一 般書 で解説 したので

あ った。
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こ う した｢秘 密｣の 解釈 は、続 く柳 田泉 の著書 『成

吉思汗 平話 壮 年の テム ジ ン』 に影響 を与 えてい た

ようであ る。明 治文学研 究 の先駆 者 とい われ る柳 田

は、 その 当該書 の｢序｣に 相 当す る部分 で、那珂 通

世 の邦訳 を旧訳 、小林 高 四郎の邦 訳 を新訳 と呼 んで

区別 し、 もっぱ ら旧訳 を利用 して、新 訳 は少 し参 照

した にす ぎない と述べ た うえで 、本 論 に入 る と冒頭

部 で次の よ うに述べ てい る(柳 田1942:7)。
タ

｢チ ンギス ・ハ ー ンが どう して チ ンギス ・ハ ー ンと

なったの か、そ のチ ンギス がチ ンギ ス となる までの、

悲 しい、辛 い、 苦 しい、 しか も猛 く雄 々 しい、 男性

的 な奮 闘の若 き日を、史実 によっ て、わ た しに及ぶ

だけ詳 しく語 りた い｣と あ る。小 林 と同様 に、 チ ン

ギ ス ・ハ ー ンの若 き 日々は苦難 の時代 と して了解 さ

れ てい る。

た だ し、柳 田 の場 合 は 話 を 具体 的 に進 め る に あ

た って、 テ ム ジ ンの妻 ボ ル テ は妊 娠 して か ら略 奪

され た とい う説 明 を わ ざわ ざ2度 も して い る(柳 田

1942:92,101)。 した が っ て、 息子 ジュ チ の 出生 に

つ いてチ ンギス ・ハ ー ンは悩 むべ くもない。 またお

お よそ 『元朝秘 史』 の巻10ま での物 語 とな ってい る

の で、続 編巻11に あ る、弟 チ ャガ タイが兄 ジュチ の

出生の秘 密 を とが め る とい うシー ンは、 そ もそ も割

愛 され てい る。 こ うした処 理 の しかた に、柳 田の あ

る種 の意図 を見 る ことが で きるので はな いだろ うか。

柳 田 は、 テ ムジ ンは妻 ボル テが略奪 され る とい った

苦 労 を経 験 した けれ ど も、略奪 された妻 の生 ん だ子

ジュチ は間違 い な く実子 で ある とい う自己流解 釈 を

提 示 してい るので あ る。 これは明 らか に、小林 高 四

郎 の一般 書 に書 か れた解釈 を拒 絶 して みせ た ことに

な る。 新訳 をあ ま り参 照 してい な い とい う宣言 は、

実 は この点 にお ける意思 表 明に なって い る。参 照 し

てい な い、 と言 う よ りも、参 照 して 否定 して い る、

あるい は批判 的 に参 照 してい る、 と言 え よう。

モ ン ゴル語 の研 究者 であ る小 林 高四郎 と、 明治文

学 の研究 者 であ る柳 田泉 との あい だで生 じて い る解

7 『元朝秘史jに ついては、年代記 とい う歴史書か、.

歴 史文学かとい う性格 をめ ぐる議論が繰 り返 されで

きた過程で、岡田英弘 は祖先祭祀の文献すなわち｢縁

起｣の ようなものであるという分か り易 い見解を提

示 している(岡 田1986:12.一一13)。ホルッバー タルの

見解 もこれに近い。こうした見解 は｢秘｣の 語義を

系譜 に設定す る解釈 と整合す る。
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釈の違いは、書かれた現象としてのみ分析すると、

単純に｢妻 ボルテの妊娠が略奪の前か後か｣と いう

時間的な問題として媛小化されうる。すなわち長子

ジュチの出自をめぐる疑惑にほかならない。

このように彼らが対比的な解釈を提示したことに

よって、『元朝秘史』の｢秘 密｣を 〈出生の秘密〉

へと還元する解釈がのちに日本文学において出現す

る準備は整っていたのであった8。

4.主 人 公 チ ン ギ ス ・ハ ー ン に関 す る 〈出 生 の

秘 密 〉 の発 見

井 上靖 の 『蒼 き狼 』 は、 その タイ トル に主 題が 明

瞭 に現 われ てい る。上述 した ように大 岡昇平 が史料

を曲解 して い ると非難す るのに対 して 、井上 靖 は以

下 の よ うに応 答 してい る(井 上1961:175-176)。

｢… …(前 略)… … 私 が成 吉 思 汗 につ い て一 番 書 き

たい と思 った ことは、成 吉思 汗 のあの底 知 れぬ程 大

きい征 服欲 が一体 どこか ら来 たか とい う秘 密で ある。

… …(中 略)… … 一 人 の人 間 が性 格 と して持 って 生

れ て来 た支配 欲 とい った よ うな もので は片づ きそ う

もない 問題 であ る。 こ う した こ とは、 もちろん、 私

に も判 らない。判 らないか ら、 その判 らない ところ

を書 い て行 くことで埋 め られ るか も知 れ ない と思 っ

たので あ る｣。

作 家 井上靖 にとっ て創 作動 機 となる｢秘 密｣は 、｢征

服 欲｣の 理 由、 その源 泉 なので あっ た ことが了解 さ

れる。 そ して井上 自身 が見 出 した回答 が、 〈蒼 き狼

の血 の 原理〉 とい う理解 で あ った。

井上 は、 チ ンギス ・ハ ー ンの祖 先 には蒼 き狼 の血

が 流 れ て い る とし、 この血 を受 け継 ぐべ きと ころ

を、 自分 自身が父 の実子 で は ない ら しい とい う疑 い

を持 ってい るた め に、 そ の疑 惑 を晴 らす ため に刻 苦

勉励 す る とい うス トー リーに なって いるの であ る。

この チ ンギス ・ハー ンの 出 自疑 惑 につい て、大 岡

昇 平 は｢井 上 氏 の 第二 の発 明｣(大 岡1961:221)と

8柳 田に先立ち、1940年 に尾崎士郎の 『成吉思汗』 が

刊行 されているが、 この作品では、長男 ジュチが実

子でない ことは明 らかであり、にもかかわらずそれ

を意 に介 さない大人物 としてのチ ンギ ス ・ハ ー ン

と、それ を気 にす るジャムカという対比を描いてい

る。言い換えれば、 ジュチの出 自問題は両雄の争点

として取 り上げているので、 さほ ど秘密めいてはい

なかった。
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称 してい る。そ れに先 立つ 第一の発 明 とは、 成吉思

汗 を して即 位式 にて｢蒼 き狼 は敵 を持 たねば な らぬ 。

敵 を持 たぬ狼 は狼 で な くな る｣と い った演 説 をせ し

めて い る点 であ る。つ ま り、小 説全 体 を貫 いて｢蒼

き狼 の 原理 の発 明｣(井 上1961:176)が な されて い

る とい うわけ であ る。

と ころで、 『元 朝秘 史 』 の 冒頭部 分 は、神 話 的 な

記載 があ り、祖先 の系譜 が示 され てい る。そ れ に よ

れ ば、蒼 き狼の系 譜 とチ ンギス ・ハー ンの祖先 であ

る キヤ トー 族 の系 譜 は｢接 木｣さ れた 関係 に あ り、

そ もそ も血 統 と して繋 が ってい るわけ では ない。蒼

き狼 の血統 の家 に嫁 にや って きた女性 アラ ンゴアが 、

夫 ドブ ンメルゲ ンを亡 く してか ら、光 に よって身 ご

もった子 どもの一人 がボ ドンチ ャルで あ り、 そ の子

孫が チ ンギス ・ハ ー ンの父 の系譜 キヤ ト氏一 族で あ

るか ら、蒼 き狼 の系譜 は も とも とチ ンギス ・ハ ー ン

の系 譜 と｢接 木｣の 関係 にあ る。 遊牧民 集 団が ビ ッ

グバ ー ンを経 て膨 張 す るにあた って は、 この ように

異 なる系譜 が いわば｢接 木｣さ れてい った もの と推

測 され る。

『元 朝秘史』 の冒頭 に述べ られ てい る｢蒼 き狼｣と

い う表現 に魅せ られ た に違 い ない井上靖 は、 この血

をそ もそ も受 け継 が ない一族 の物 語で あ るに もか か

わ らず、この血が 流 れてい る と誤 って想 定 してお き、

そ してそ れが無 い こ とを自 ら疑 い、 その疑惑 を晴 ら

す た めに奮 迅 す る とい う、 〈蒼 き狼 の血 の原理 の発

明〉 を した こ とに なる。

井 上、大 岡 の論 争 に分 けて入 った、山本 健吉 は、｢歴

史 と小説｣と い う記 事 を寄 せ て、 井上作 品 を擁 護 し

て みせ た(山 本1961)9。

｢史料 に よれ ば、成吉 思汗 の子供 の ジュチ は、そ の

身 にモ ン ゴル の血が 流れ てい るか どうか を疑 わせ る

ような、 出生 の秘 密 を持 ってい る。そ の秘密 を、成

吉思 汗 自身 に も負 わせ るこ とに よって 、彼 の行 動 を

強 い意志 に よる悲劇 として裏づ け るこ とが で きる｣

(下線 は筆 者小 長谷 に よる)。

こ う して初 めて、 井上作 品 の文学 的主題 は く出生

の秘 密〉 で ある こ とを山本は 明示 したの であ る。 そ

れ では いっ たい井上 靖 はいか に して 『元朝 秘史』 か

ら 〈出生 の秘密 〉 を創 作 した のであ ろ うか。

8山 本健吉の参画に よって歴史 と小説の関係に関する

論争は、叙事詩 とは何か という議論へ と微妙 に変化

した(宮脇2006)。



そ もそ も 〈出生 の秘密 〉 とい う文学 的 テーマ 自体

は、 『源氏 物 語』 に も話 の始 ま り として見 受 け られ

る もので ある。 そ して、 と りわけ近代 に なる と 日本

文 学 にお ける 中心 的 な主題 となった こ とを斎 藤美 奈

子 が 『妊娠小 説』 とい う近代 文学 評論 で分析 してい

る(斎 藤1997)。

斎 藤 美奈 子 に よれ ば、森 鴎 外 の 『舞姫 』(1890)

や 島崎 藤 村 の 『新 生』(1918)に 始 まっ て近 代 日本

文学 には共 通の モチ ー フが あ る、とい う。す な わち、

男 性主 人公 が恋愛 を して相 手の女性 を妊娠 させ て し

まい、 その ことに苦 悶す る とい うモチ ー フ であ る。

近代 化 の過 程 で、｢自 由恋愛｣と｢立 身 出世｣が 人

生 の課 題 と して同 時 に提供 され る と、｢自 由恋愛 と

立身 出世 のは ざ ま｣で こう した妊 娠(さ せ る)問 題 が、

形而 上的 にあ るい は人に よっ ては現実 的 に生 じてい

たの で ある。

日本 の近 代文 学 に発 見 され る こう した｢妊 娠｣現

象 は、近代 になって、 家族 こそが次世 代 を作 る場 と

して 固定 され て しまった こ とと、そ こか ら排 除 され

た性 があ る こと をは か らず も反 映 してい る。そ して、

もっぱ ら血縁 で固定化 されて い く家族 と、 そ こか ら

排 除 され た性 の営 み が混在 す る と、男 女 に とって は

倫 理 的責任 問題 が発 生 し、 生 まれ た子 に とっては誰

の子 か とい う悩 みが発 生 して｢出 生 の秘密｣が 鮮 明

化 す るの であ る。

ただ し、三浦雅 士 が 『出生 の秘 密』 で 明 らかに し

た とこ ろ に よれ ば(三 浦2005)、 自分 自身 の 出生 を

自分 で 目撃 す る ことはで きない とい う点 で、 人間 に

とってそ もそ もそれ は根源 的 な秘 密 で はあ る。 そ れ

を探 求 す る欲望 が小 説 家 を して小 説 を書 か しめ る、

と言 う。 さしず め、 自ら養 子 に出 されて養 父母 に な

じめず にい た夏 目漱石 な どはそ の典 型的 な例 であ り、

ア イデ ンテ ィテ ィの模 索 の過程 をそ の まま小説 と し

て結 実 させ て い った ことが 知 れ る。

こ う した近代小 説 の成 り立 ちは、 近代家 族 の誕生

と同様 に、決 して 日本 に限 った こ とで はな い。 精神

分析 の分 野 において 、 フロ イ トは 『夢 判 断』 のな か

で、 両 親 との 関係 を想 像 上 変 更す る とい う幻想 が

患 者 に見 られ る こ と を指摘 し、 これ を｢家 族小 説

(Familienroman)｣と 呼 んだ。 一般 的 に子 ど もた ち

は弟 や妹が生 まれた と きに疎外感 を感 じるな ど して、

自 らの 出 自を疑 ってみ た りす る ものだが 、強 くこの

観念 に囚 われた ままで ある と出自 を妄想 して しま う。

また、母 を奪 いあ う構造 的対 立関係 か ら父 を憎 む と
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い うエ デ ィプス ・コ ンプ レ ックス も密接 に関係す る

こ ともある。こ うした理解 が ひ とたび発見 され る と、

さ らに理 解 は次 の よ うに進化 を遂 げて い く。

フ ロイ トの弟 子 であ ったマ ル ト ・ロベー ルは、 こ

の｢家 族 小説｣と い うフ ロイ トの 思いつ きを援用 し

て 物語 へ転 化 す る とい う小 説論 に展 開 してみせ た。

す な わ ち 『起 源 の小 説 と小 説 の起 源』(原 著 は1972

年)で 、 自分 自身 の起源 を探 求 す る とい う空想 物語
ゆ

が、孤 児 の物語 、捨子 の物 語、私 生児 の物語 に展 開 し、

近代 小説 に まで発展 す る と した、 とす る。 そ う言 え

ば、吉本 ば ななの 『キ ッチ ン』(1988年)に もまた｢出

自の虚構｣を 容 易 に発見 す る ことがで きよ う。

概 して小説家 とい う職 業人 は、 自分 が何者 で あ る

か とか、 いか に生 きるか とい う問 い に答 え よう とし

て虚構 を組み 立て る際 に、 あ らか じめ主 人公 の 出 自

を不 分 明に してお き、 そ こか ら｢家 族｣を 創 出 して

い く とい う創 作技 法 を援 用 す る もので あ る ら しい。

フロ イ ト風 に言 うな ら、 い わば出 自妄想 者 の語 りの

形 を多 くの小 説が模 倣す る。

以上 の よ うに、 〈出生 の秘 密 〉 は、人 間 に とって

根 源的 であ り、 したが って古 今東 西、 文学 的創作 上

の秘訣 であ る。 この秘訣 を応 用 しなが ら、広 義 の 〈出

生 の秘密 〉 の うち、 〈妊 娠 問題〉(女 性 を妊 娠 させ る

問題)に こだ わ った文 学作 品 が、 日本 近代 文 学 に は

数 多 く生 まれた ので あった。

そ して、本 稿で 問題 にす る井上 靖 の創 作 したチ ン

ギス ・ハ ー ンの物語 も この 〈妊娠 問題 〉 とい う主題

と深 く関 わって いる。 『蒼 き狼』 で は、 〈妊 娠 問題〉

ある いは 〈出生 の秘密 〉 に関連 して以 下 の ような挿

話 が 冒頭か ら並べ られてい く。

1.テ ム ジ ン(チ ンギ ス ・ハ ー ンの幼 名)の 母 ホ

エ ル ンは略奪 されて、 父の もとに来 た。

2.だ か ら、父 エ スゲ イの実子 で は ない と異 母兄

ベ ル ク トに陰口 をた たか れた。

3.テ ムジ ンはそ の陰 口の主 で ある異 母兄 ベル ク

トを射殺 した。

4.テ ムジ ンの第 一夫人 ボ ルテ は略奪 された。

5.略 奪 され た夫 人 は、 十数 回 にわ たっ て敵 将 に

犯 された。

6.し たが って、 夫人 の産 んだ長 子 ジュ チは実子

で はない。

これ らの要素 の うち 『元 朝秘 史』 に記 されて いる

の は1と3と4で あ る。 また、6に つ いて は明記 さ

れて い ないが、 ジュチ とい う名 前が｢客 人｣を 意 味
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してお り、弟 のチ ャガ タイ に難癖 をつ け られて言 い

争 うシー ンが 『元 朝秘 史』巻11に あ る ことか ら一般

に事 実 であ ろ う と了解 され てい る。す る と、2と5

だけが井 上氏 による創作 的 エ ピソー ドだ とい うこ と

にな る。6つ の要 素 の うちた った2つ を追加 した に

す ぎないの だが、 こう したエ ピソー ドの追加 に よっ

て、 まった く異 な る理解 が提 示 され た こ とは注 目さ

れ よう。

オ リジナ ルの 『元朝秘 史』 で は、 テム ジ ンの 父エ

スゲ イは、 オ ンギ ラー ト族 の1つ の オル クヌー ト氏

の女 性 ホエ ル ンを メルキ ト族か ら略奪 し、 テ ムジ ン

が生 まれ た。 テム ジ ンは、 別 の氏 族 の女性 か ら生 ま

れた兄 を殺 し、 けれ どもそ の弟 を活 か して生涯 の部

下 とす る。 許嫁 を得 るた めに、母 の里 で ある オ ンギ

ラー ト族 オル クヌー ト氏へ の旅 の途 中で、 同 じくオ

ンギ ラー ト族 のボス クル氏 と出会 い、 そ の女性 ボ ル

テ を もらう ことに決 め る。 ところが 、彼女 は メル キ

ト族 に復 讐 と して奪 われ たの で、 父 の盟友 や 自身 の

盟友 の 協 力 を得 て取 り戻 した もの の、 生 まれ た子

ジュチ は メル キ ト族 の血が 流 れてお り、 ただ し、 そ

の こ とにチ ンギス ・ハー ン自身が悩 む こ とは ない。

ところが 、井 上靖 の 『蒼 き狼』 で は、テム ジ ンは、

自分 自身 に敵 の血 が流 れ て い る と陰 口 をた たか れ、

その悪 口 を言 った異 母兄 を殺害 し、 ず っ と自 らの 出

自に悩 み、 が んば って 自己証 明す る しか ない と思 っ

た矢先 に、 妻 を奪 われ、妻 はさん ざん に犯 されてお
'り

、彼 女 を奪 還 してみ た もの のす でに敵 の子 を身 ご

もってい たの で、生 まれ た長子 に対 して は 自分 と同

じよ うに 出 自の欠陥 を克服 す る ように期待 す る、 と

い う物 語 とな るので あ る。

研 究翻 訳 が文 学作 品 に転換 され ると きに、明 らか

に創 作 が生 じてい る。 この創作 は以 下の ように分解

してお くこ とが で きる だろ う。

第 一 に、 『元朝 秘 史』 で は歴 史 的 な事 実 と して 印

象 づ け られる よ うに記 されて いた｢正 妻 の略奪｣と

い う政 治的 ゲ ーム に関 して、井 上 は女 性へ の強 姦 と

い う挿 話 を明示 的 に付 け加 え た。 これ に よっ て、読

者 に とっ ては 〈妊娠 問題〉 が 明 らか となった。

第二 に、 略奪 後、奪 還前 の妊娠 を明 らか にす る こ

とに よっ て、読者 を して 〈出生 の秘 密 〉に着 目させ た。

第三 に、 妻 のボ ルテ と息 子 ジュチ につ いて 『元朝

秘 史』 に記 されてい た一連 の事件 〈略奪 ・妊娠 ・出

生 〉 と同 じパ ター ンの挿話 を、母 の ホエ ル ンと息子

テ ム ジ ン(チ ンギス ・ハ ー ン 自身)に も発 生 してい
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るか の よ うに仕 向 けた。言 い換 え れば、井 上 は二世

代 にわ たっ て 〈出生 の秘密 〉 を繰 り返 した。 これ に

よって、 いや が うえに も主 題 として く出生 の秘 密〉

が 強調 され た。

第四 に、そ うした 〈出生 の秘 密〉 を克服 す るた め

に努力 す る とい う筋 を井 上 は設 定 した。｢出 自に悩

む男 が成 功す る｣物 語 を父チ ンギ ス ・ハ ー ン と息子

ジュチ の二世代 にわた って強化 して完成 させ た。

以 上 の ように、 文学の秘 訣 と りわけ 日本 近代 文学

の秘訣 を念 入 りに取 り込 ん で、 『蒼 き狼 』 は世 に生

まれ出 たの であ る。

5.〈 出 生 の 秘 密 〉 の応 用

井上靖 が 『蒼 き狼』 で文学 的主題 と して設 定 した

〈出生 の秘 密 〉 はそ の後 の作 品 で どの よ うに応 用 さ

れるで あ ろうか。

井上作 品 か ら12年 後 の1972年 、 チ ンギス ・ハ ー ン

を主人公 とす る小 説 『ジ ンギ ス汗』が楳本 捨三 に よっ

て著 され るが、 これ は1955年 の作 品 『成 吉思 汗』 の

再刊 行 であ る。い ずれ の版 にせ よ、 楳本作 品 で はチ

ンギス ・ハ ー ン自身 に 〈出生 の秘密 〉 は設定 され て

いな い。一 方、妻 ボ ルテの略奪 につい ては、 すで に

テ ムジ ンの子 を宿 して いた とい う設 定 に して お り、

その胎児 を守 るため に略 奪 した人 び との言 いな りに

な る と設 定 され てい る。 この部分 は、再刊 時 に章 タ

イ トルが｢美 女 ブル ウテ｣か ら｢悪 夢｣へ と変更が

あ り、 貞操感 が維持 されて いる こ とを よ り強調 す る

タイ トルへ と変更 され てい る。そ して、 夫 テム ジ ン

の も とに戻 って来 た と きに はすで に子 どもを連れ て

お り、 その子 は テム ジ ンの実子 で あ るに もか かわ ら

ず 、 テム ジ ンに は理解 して も らえないの で妻 ボル テ

が 母 として苦 悩す る、 とい う ドラマがつ くられて い

る。

つ ま り、楳 本作 品に おい て、 『蒼 き狼』 の主題 で

あ る 〈出生 の秘密 〉 は、 チ ンギス ・ハ ー ン自身 には

設 定 されず、ジ ュチに のみ設 定 されて いる。 ただ し、

実 際の 出 自に問題 は な く、 ただ疑 われ てい る とい う

設 定 なの で、 〈出生 の疑惑 〉 が 設定 されて い た、 と

言 え よう。

さ らに、楳 本作品 の後 半 では、 母 ボルテ よ りもむ

しろ ジュチ 自身が悩 む。 それ が兄弟 関係 や恋愛 関係

に まで影 響 を及 ぼ してお り、 また 父チ ンギス ・ハ ー

ンが悩 んで いるだ ろ う と思 いや って悩 む。 この よ う

に楳 本作 品 におい ては、〈出生 の疑惑 〉とい う主 題が、



兄 弟 や恋 人 とのあ いだ に創 作 され た会 話 に よって 、

は っ き りと強化 され てい た。 ジ ャム カの死 で終 わる

の で、 この楳 本 作 品 は、 『元朝秘 史 』 で言 う と巻8

で終 わっ てい る ことに なる。 こ うした基 本 的な結構

は初刊 で実 現 されて い るので、井 上作 品 に先 立 って、

ジュチ に 関 して、 〈出生 の 秘密 〉 で はな く<出 生 の

疑惑 〉が設 定 されて いた。

他 方、神 戸在 住の 華僑 であ る陳の作 品で は興味 深

い こ と に、 こ う した 〈出 生 の秘密 〉 で あれ、 〈出生

の疑惑 〉 であ れ、 出生 をめ ぐる文学 的主題 は まった

く取 り上 げ られて いな い。 略奪 前 に妊 娠 してい た と

い う立場 で解説 す るに と どめ てい る。

2000年 の森村 作 品は、楳 本作 品の主 題 であ った〈出

生 の疑 惑 〉 を息 子 ジュチ にで は な くチ ンギス ・ハ ー

ン自身 に設 定 して展 開 してい る。す なわ ち、楳 本作

品 に見 られ た主 題で ある〈出生 の疑 惑〉という問題 を、

井上作 品 に見 られ た発想 であ る 〈チ ンギス ・ハ ー ン

自身にお け る問題〉 と して接 木 した ことにな る。 以

下 に詳細 に確 認 してお こ う。

森村 作 品 にお ける 〈略奪 、 妊娠、 出生 〉 とい う一

連 の事件 は次 の ように設 定 されて いる。 まず、略 奪

された直 後 にホエ ル ンは、新 し く夫 とな るエ スゲ イ

へ の復讐 を心 に誓 う。 次 に、 テ ムジ ンは略奪後1年

以 上経 ってか ら生 まれ るので 、 出 自上 の秘 密 を設定

させな い。 ただ し、母 は この生 まれた ばか りの赤 ん

坊 に新夫 エ スゲ イへ の復 讐 を託す 。 この ように、森

村 作品 で は、 実 の息子 が、母 に とって略奪 を した敵

であ るが ゆ えに実 父 を憎 む とい う設定 となってい る。

まさ し く、 エ デ ィプス ・コンプ レックスが設 定 され

た ので ある。

森村 作 品で は続 いて、 エスゲ イの死後 に、 一家 は

近縁 集 団に見捨 て られ る。そ の理由が 、 テム ジンの

出生 に対す る言 いが か りであ り、そ の結果、 自ら引

率す る集 団の 中で もテ ムジ ンは出生 に疑 い を抱か れ

る ようにな る。

この よ うに森村 誠 一 は、井上靖 によっ て発 明 され

た 〈チ ンギス ・ハー ン自身にお け る問題 〉 として の

〈出生 の 秘密 〉 を ひ とた び否 定 す る状況 に設定 した

うえ で、再 び利用 す る ことに よって、〈出生 の秘密 〉

では な く、不 当 な 〈出生 の疑 惑〉 へ と変更 して いる

ので ある。

一般 に、 エデ ィプ ス ・コ ンプ レックス とは、世界

各 地 の神 話 か ら導 か れた概念 で あ った。 フロイ トの

弟 子 であ ったオ ッ トー ・ラ ンクは 『英雄 誕生 の神 話』
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(原著 は1906年)で 、 子 ど もが成 長 過程 で 囚 われ る

観念 や行動 と、 虚構化 された物語 上 の英雄 とが 呼応

す る ことを指摘 した。世界各 地 の神話 を渉猟 してそ

の典 型 を整 理す る と、 身分 の高 い両親 の も とで 、生

前か ら困難 が設 定 されて お り、 まず誕 生 を警告 す る

告知(夢 、神 託)が あ るの だ が、 そ の内 容 は た いて

い父 の危機 を予 告す る もので あるた め、 この危機 を

回避 せ んがた めに、父 あ るい は父 の代 理者 に よって、

子 ど もは生 まれ て か ら殺 され る か捨 て られ る か し

(たいて い箱 に入れ られ水 に流 され る)、 それ を動物

も し くは身分 の低 い人 間が助 け、 当該 の子 は無事 に

成 長 し、 た だ し紆余 曲折 が あ り、つ い に実の両 親 に

再会 し、 父 に復 讐 して名声 を得 る、 とい うもので あ

る。

と ころが、 まった く100%神 話 的創 作 で あ るわ け

では ない 『元朝 秘 史』で は、実 際に父 エス ゲ イが早 々

に毒 殺 され て しま うの で、森村 作 品の よ うに、 母 ホ

エ ル ンに復 讐心 を設 定 し、 またそ れに よっ て息子 テ

ムジ ンにエ デ ィプス ・コンプ レ ックス を設定 した と

して も、物語 の 冒頭 部 で早 々に コ ンプ レックス を抱

く対象 その もの(父)を 失 って しま う。そ の 喪 失 を

埋 め るかの ように して｢地 果 て海尽 きる まで｣征 服

を続 ける とい う筋 書 きに なって いる ようで ある。

息子 の ジュチ につ いて は、 『元朝 秘 史』 の巻11に

おい て、相続 の議 論 に際 して弟チ ャガ タイか ら、 父

の実子 で はない と諺 られ るが、チ ンギス ・ハ ー ンは

差 別す る よ うな人 で はなか った こ とが、 ジュチの セ

リフに よって強調 され る よ うに なっ てい る。一 方 、

井上靖 の 『蒼 き狼』 では、 チ ンギス ・ハ ー ンは 自分

自身 と同 じ悩 み を もった男 と して息子 のこ とを終生 、

気 にか け、応 援 し続 けた うえで、最 後 に裏切 られ た

とい うシー ンを演 出 し、 さ らに裏切 りがデ マだ った

とい うシー ンも演 出 して、 ジ ュチの死 を悼 むチ ンギ

ス ・ハ ー ンを人 間的 に描 いて いた。森村 作 品で もこ

の プロ ッ トはそ の ま ま踏襲 されてい る。

以上 の よ うに、チ ンギス ・ハ ー ン自身に対 して 〈出

生 の秘 密〉 を設 定 してい るのが 井上作 品で 、そ れ を

〈出生 の疑 惑〉 に変 更 して設 定 して い るのが 森村 作

品で あ る。後者 を前 者 と比 較 してお こう。

第 一 に、チ ンギス ・ハ ー ンに設定 される のはエ デ ィ

プス ・コ ンプ レックスで あ り、 しか し、父 エ スゲ イ

が毒殺 され るこ とに よって消 失 したので、 複雑 な心

理 を抱 える こ とな く、実力 を発揮 してい く。

第二 に、 同様 に複 雑 な心 理 を抱 える こ とな く、息
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子 ジ ュチ につい て もそれ ほ どず っ と悩 む こ とはない。

ジ ュチが業 務命令 違 反 を犯 している とい う噂 を聞い

て激怒 す る程度 で ある。

第 三 に、 遺 言に意 味 を持 たせ て、 チ ンギス ・ハ ー

ンの 死 後 につ い て も多 くの紙 幅 を割 いて い る。 『元

朝秘 史』 の扱 って い ない時代 、す なわ ち孫の フ ビラ

イ軍 が 日本 にや って くる元冠 まで言 及 して終 わ る。

この よ うに、 森村 作 品 は井 上作 品 に比 べ れば 、 〈出

生の 疑惑 〉 を文学 的主題 と して利用 しつ つ も徹 底す

るこ とは な く、歴 史解 説 に近 い性 格 を帯 びて い る。

言 い換 えれ ば、井 上作 品は、 突 出 して心 理 ドラマ と

呼 び うる性 格 を帯 びて い たので ある。小 説 として人

気 を博 した理 由が 了解 され よう。 そ の主題 の核 心 は

世界 的英 雄 チ ンギス ・ハ ー ン自身 に設 定 された 〈出

生 の秘密 〉 に あ り、 それ に よって小説 は全体 と して

〈脛 に傷 を持 つ男 の立身出世 の物語〉とな るの である。

歴 史上 、最 大の版 図 を築 いた な どと一 般 に賞賛 され

て きた人物 に関 して、 意 図的 に傷 を付 す こ とで 身近

な存 在 にせ しめた、 とい う点で 、 ま さし く大衆化 が

果た され た、 と言 え よう。

2006年 に執筆 が 開始 された堺屋 作 品 は、 本文 のほ

か に注 釈 が多 く、本稿 で と りあげ た5作 品の うちで

は、最 も歴 史解 説 に腐 心 している とい う意味 で非文

学的 であ る。井上 靖 が文学 作品 にお いて創造 した〈チ

ンギ ス ・ハ ー ン自身の出 生の秘 密〉 と、小 林高 四郎

が翻訳 書 にお いて歴 史的事 実 と解 説 した 〈長男 ジュ

チ の 出生 の秘 密〉 につ いて は、 第1巻 の注 で、｢妻

ボ ルテの略奪｣の 真相 は?と 題 しておお よそ次 の よ

うに まとめて い る(堺 屋2007:281)。

チ ンギ ス ・ハ ー ンの父 が女 を略奪 して妻 に した と

い う点 につ いて は｢史 実 で は跡 付 け られない。 情況

と して も嘘 臭 い｣と して退 けてい る。す なわ ち、チ

ンギス ・ハ ー ンの 出生の秘 密 を まった く否 定 してい

る10。そ の代 わ り、妻 ボ ル テが略 奪 された とい う点

につ いて は｢事 実 だろ う。各 史書 に も書 かれ てい る

し、｣と して受 け入 れて い る。す なわ ち、 息子 ジュ

10し たが って、脛 に傷 をもつ男 の出世物語 で はな く

なっているが、現代 に何故チ ンギス ・ハ ンを取 り上

げるか という問いを設定 して著者は、不遇故に成 し

得 た｢時 代 の変革｣で あると説明 してお り、幼少期

の銀難辛苦を克服 しつつ、世界 を変革 していったこ

とが強調 されてい るとい う点では基本的に異な らな

い(堺 屋2007:244)。
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チ の出生 の秘密 につ いて は肯定 して い る。

た だ し、本 文で は、妻 ボル テ を奪 還 した際 に生後

二 ヶ月 の赤子 を抱 いて いたた めにチ ンギ ス ・ハ ー ン

は一瞬、 わが 子で は ない とい う疑惑 を感 じて悩 む け

れ ども、 自分 の子 として育 て よう とす る とい う筋が

仕 立 て られ て い る(堺 屋2007:212-213)。 妻 を奪

還 した際 に彼 女が 赤子 を抱 いて いる とい う状 況設定

は、楳 本作 品 を踏 襲 してい る。 この操作 に よって実

は妊娠 時期 が前倒 しされ るので、 自分 の子で あ る可

能性 が 高 まる か ら、 〈出生 の秘密 〉 で は な く<出 生

の疑惑 〉 を設定 して いる こ ととな る。 そ して、 この

疑惑 を父 と して否 定 してみ せ る とい う状況 設 定 は、

他 の作 品 に見 られ ない性 格 設定 にな ってい る。す な

わ ち、 そん なこ とに くよ くよ悩 ま ない のが英 雄 であ

る とい う見 方が示 されて いる こ ととなる。

この よ うに、 日本 の5大 作 品 は全体 として、英 雄

をめ ぐる 〈出生 の秘密 〉 につい ての多様 な解釈 を展

開 させ てい る。 こう した解釈 の多 様性 を もた ら した

原 因は何 よ りも 『元 朝秘史』 そ の ものが もつ フィ ク

シ ョン性 であ った ろ う。

6.さ い こ に

『元朝秘 史』 はそ もそ も史実 をあ りの ま まに記 載 し

た もの では ない こ とが 了解 されて いるの で、 これ を

どれほ ど正確 に利用 して も、 あ るいは正確 に利用 し

な くて も、史 実か どうか を議論 す るのは不 適切 であ

る。 また、文 学で あ る以 上、創 作活動 で あ り、 史実

を超 える力量 が そ もそ も作 者 に求 め られ てい る。 し

たが って、歴 史 を舞 台 に した小 説 や映画 の内容 につ

いて、 史実 か どうか を争 うこ と自体 、不毛 で ある。

ま してや 、異 文化 に属す る とい う意 味 での他 者 が、

ある集 団の歴 史や 文化 を利 用 する と きには、 なお さ

ら誤解 に基づ く利用 が あって も当然 であ る と思 われ

る。今 日、街 を歩 いて も、雑誌 をめ くって も、 あ ら

ゆ る ところで、外 国か ら流入 した現 象 を勝手 に 自己

流 に解 釈 して利 用 して い る とい う状 況 に満 ち て い

る。す な わち、私 た ち現 代 人の生活 世界 はそ もそ も、

異文化 理解 とい うよ りもむ しろ 〈異文化 誤解 の複合

体 〉 として成立 して いる と言 って も過言 で はない 。

史料 の利用 な らびに異 文化 の消費 につ いて、 その よ

うに理 解 してお いた うえで、2007年 に 日本 とモ ンゴ

ルの合 作 と謳 われた角 川映画 『蒼 き狼一 地果 て海尽

きる まで』 をさい ごにふ たた び位 置づ けて お こう。

この映画 は、 その タイ トルに明 瞭 に現 われ てい る よ



うに、 井上 靖 の 『蒼 き狼』 を参 照 した作 品 であ る。

映画 『蒼 き狼』 で は、チ ンギ ス ・ハ ー ン自身 に関 し

て 〈出 生の 秘密 〉 は 明示 的 に設定 され てい ない が、

母 ホエ ル ンを して｢蒼 き狼 の血 な ど要 らぬ｣と 発 言

させ て いる こ とか らわか る よ うに、 井上作 品 にオ リ

ジナル な｢蒼 き狼 の血の 原理｣に 依存 してい る。 日

本人 に よって生 み 出 され て広 く長 く受容 され て きた

井上作 品 に も とつ いてい る に もか かわ らず 、本 映画

は現代 日本人 にあ ま り受容 されなか った。 そ れは な

ぜ だろ うか。

す で に今 日の 日本 人 に とっ ては、｢出 生 の秘密 を

持 った男 が 出世 す る｣い う物語 の展 開は、 受容 しが

たいの では ないだ ろ うか 。三浦 展が 『下流 社会一 新

たな階層 社会 の出現 』 で示す ように、経 済格差 が明

確 で下流 に上 昇志 向が見 られない とい う現 代 にお い

てはす で に、 立身 出世 とい う概 念が 賞味期 限切 れ と

なって い る、 と考 え られる。 また、 映画 に活劇 を求

め ない とい う根 本 的 な理 由が あ るの か も しれ な い

(渡辺2007:37)。 いず れ にせ よ、｢出 生 の秘 密 を克

服 して 出世 した偉大 な英 雄チ ンギ ス ・ハ ー ン｣と い

う幻 想 に よって 日本 とモ ンゴルがつ なが る時代 は も

はや終焉 を迎 えて い るよ うに思 わ れ る。

一方
、 モ ンゴルで は、 社会 主義 時代 に禁 じられ て

い た と され るチ ンギス ・ハ ー ンについ て、想 定 して

いなか った解釈 が 日本 か ら提示 された ため に、 当初

は大 きな反発 が見 受 け られ た(小 長 谷2007)。 しか し、

現在 で は世論 も落 ち着 き、改 めて 自分 たち 自身で歴

史 を見直 す とい う動 きが生 まれて い る と言 う。だ と

す れ ば、誤解 の効用 と も言 うべ き現象が 生 じて いる

と、 日本 人 に よる映画化 を積極 的 に評価 す る こと も

で きるだろ う。
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